理事会議事録　H22年８月２日(月)20：00～20：30
1.理事長選出
当日の理事会で理事長への立候補は無く、事前に行った理事長の推薦候補の集計結果から、
一番票数の多かった大西宏明先生が満場一致でH22年度・23年度の理事長に選出された。
2.常任委員会委員長の選出
理事はいずれかの常任委員会に所属するという規定により、事前の所属希望調査に基づき各委員会の人員構成が決定した。委員長は、監査委員長に形見智彦先生（昭和62年）、選挙管理委員長に横井徹先生（昭和63年）、懲罰委員長に中條浩介先生（平成３年）、定款委員長に筒井邦彦先生（平成元年）が満場一致の拍手で選出された。
3.研究助成金、研究奨励金の審査・決定
研究助成金部門は３名の応募があり、平成６年卒香川大学医学部眼科の廣岡一行先生が3.98ポイントで一位、研究奨励金部門は６名の応募があり平成８年卒国立循環器病センター研究所の福留健先生が4.64ポイントで一位、という外部評価委員による厳正なる審査結果に基づき、理事の満場一致の拍手で、廣岡先生に研究助成金100万円、徳留先生に奨励金50万円の授与が決定した。
4.会長教書演説及び新執行部の承認、.讃樹會会則改正
髙橋会長から再任の挨拶に続いて、「同窓会執行部の組織に「特別役員」枠を作りたい。現在、５名の同窓会の先生が母校教授に就任されているが、車の二輪という形で、執行部や理事会とはまた異なったフリーな立場で教授として同窓会に対して意見をいただけたらと思う。」と説明があり、執行部組織の新年度役員の変更及び「特別役員」枠の設置とそれに伴う会則の改正が提案され、理事により承認された。
【新しく追加された条文】「第３章」役員　3.特別役員
①香川大学医学部医学科卒業生の香川大学医学部医学科教授をもって、特別役員とする。
②特別役員は、代表１名を決める。
③特別役員の任期は定年時とする。
5.２２年度予算に対する補正予算及び事業計画の審議・承認
本年５月に開催された定期総会で承認された２２年度予算の補正予算が審議された。
髙橋会長から、「従来の同窓会活動の軸足を少し外に向けて、一般市民の患者さまあるいは家族の方々に同窓会主催の市民公開講座を開催したいという意見があった。具体的には、香川大学医学部で今進行している糖尿病に関してのプロジェクトに関連した形で、今年の11月の第1週の土曜日、サンポートホール高松で、糖尿病及び糖尿病関連合併症について同窓生の専門医を講師として2～3の特別講演を開きたいと思う。そのための補正予算として５０万円を計上したい。」との提案があり、理事の拍手による承認で、原案通り決定した。
6.その他
横井前理事長から、現在、事務局で管理している理事会メーリングリストに新理事のアドレスを追加登録し、今後も引き続き、連絡や意見交換が必要となった際に利用し、今後の議論に役立てて行くことが提案された。
